
R6.3.7現在 

Ｒ６ グランドデザイン案（解説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全職員構想会議にて出された意見を基に、学校教育目標を修正（子供が自立
することを最初に打ち出し、子供たちが創りあげる学校を意識した目標） 

貢献意識をわ
かりやすくす
るため「誰か
の役に立つ」
を加筆 

教室に入れない子供
の増加に伴い加筆し
た。保健室とは違う
場所と人の確保 

【現状】を修正 
 現在の状況を基に文言を修正「メディア依存」「教室に入れない子供の増加」を加筆  「自らを律することの欠如」「学習意欲の低下」は削除した 
 特に、次年度は教室に入れない子供たちへの対応が急務であり、居場所づくりにおいてハード面・ソフト面の両方を意識して取り組んでいく。 

家庭教育における課題として 
「メディアコントロール」「保護者間
のつながり」とした 
これらを旧ＰＴＡ（Ｒ６年度から新組
織）でも意識してもらいたい 

２年間の研究指
定を生かして取
り組む 
研究テーマは、別
途検討する 

学びの主導権を子
供たちに委ねる（意
識改革）ものの、子
供たちの学びの状
況の把握は教師の
大きな役割として
明記 

新５年生の人数が少
ないことにより。栽培
飼育委員会をボラン
ティア委員会に統合 

全職員構想会議にて出された意見を
基に目指す子供の姿を変更 

教育目標の修正に伴い、キーワードも変
更して意識化を図った 

今後、特別支援学級
入級のハードルが
上がる可能性から、
通常学級での合理
的配慮を強化する
意味で加筆 

多様性の時代であ
り様々な子供に対
応するため、「学年
全体・学年部全体
の子供たちを包括
して担任している
という意識」を全
員で持つ 



 


